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研究成果の概要（和文）：本研究では，グローバル化と新自由主義体制への編入が進む現代韓国社会を生きる人たちの
生き方の模索と折衝を，都市中産層の事例を中心に，民族誌的調査研究の方法によって究明した。特筆すべき民族誌的
成果としては，一方で一元的な主流志向自体の分化，他方で主流志向とオルターナティヴ志向の相互浸透が近年顕著に
なりつつある状況を実証的に明らかにしたことを挙げられる。理論的展望としては，中産層の生き方の分化・乖離と接
触・折衝を，被拘束的でありつつも創発的な実践の生成を可能にする主体性の構築として捉える視角を提示できた。

研究成果の概要（英文）：This project examined reflections, negotiations and compromises in the 
reconstruction of middle-class lifestyles in today's globalizing, neo-liberalist South Korea, by means of 
the ethnographic research method. As the most fruitful ethnographic outcome, the project demonstrated 
fission of the mainstream developmentalist lifestyle constructed in the process of industrialization, as 
well as complex amalgamation of the mainstream and alternatives after the mid 2000's. As a theoretical 
prospect, it leads to a view that multiplication and dissociation as well as contact and negotiation in 
the process of the middle-class people's lifestyle making promote (re)construction of subjectivity which 
produces creative and productive practices while bound by the immediate politico-economical and/or 
socio-cultural conditions.

研究分野：文化人類学，韓国朝鮮研究
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１．研究開始当初の背景 
 現代韓国社会において，都市新中産層・ア
ッパーミドル的な社会的地位を獲得し，維持
するための厳しい競争と容赦ない成果主義
は，当事者とその家族に留まらず，韓国社会
との密接なかかわりで生活を営む人たちを
広くかつ強く拘束するものとなっている。ま
たこのステータス競争は，資本の増殖と誇示
的な消費，ならびに中産層・アッパーミドル
的なライフスタイルの追求等，競争的な富の
獲得と消費とも密接に結びついている。これ
に対し本研究では，富とステータスをめぐる
競争に主体的に参入し，社会上昇や中産層，
あるいはアッパーミドルとしての自己再生
産を実現した一応の成功者を視野に収めつ
つも，生活の現状に満足できず，富・ステー
タス競争や都市生活のなかで葛藤をかかえ，
手持ちの社会的資源や社会ネットワークを
活用しながらこのような状況との折衝を試
み，時にはそこからの離脱をも含んだ「生き
方」を模索する諸主体に着目することとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的として，現代韓国社会を生き
る人たちが，1997 年の IMF 経済危機以降さ
らに熾烈さを増す富と社会的ステータスを
めぐる熾烈な競争にどのように折り合いを
つけながら自らの生活を営んでいるのかを，
競争への主体的参与と競争からの離脱の両
極のあいだに展開される「生き方」の模索と
折衝として対象化しつつ，民族誌的調査研究
を通じて実証的に究明することを設定した。
具体的には，以下の 3つの側面に着目し，生
き方の組み立てと組みかえ，ならびにそれと
密接にかかわる生計・世帯，家族，社会ネッ
トワークの再編成や共同体の生成を多面的
に考察し，理論的検討を加えるというもので
あった。1) 競争への主体的参与と生き方の組
み立て。2) 宗教活動や社会運動への参与を通
じた生き方の組みかえ。3) 都市と競争からの
離脱。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，富・ステータス競争への主体
的参与とそれからの離脱の両極のあいだに
展開される「生き方」の多様な模索と折衝に
ついて，①主として民族誌的調査研究の手法
を活用した事例研究と，②その比較対照と総
括の 2段階に分けて研究するという方法をと
った。このうち事例研究については，研究代
表者・分担者がそれぞれ①大都市から地方農
村への移住と生活運動，②キリスト教会の活
動への参与，③子供の英語教育と早期海外留
学等の個別の研究主題を担当し，相互に協力
しつつ調査研究にあたった。これを補う形で
連携研究者と研究協力者も事例研究を実施
した。 
 
４．研究成果 
 以下，研究代表者と研究分担者 2名がそれ

ぞれの担当主題についての民族誌的研究成
果の概要を記し，それを踏まえ，研究代表者
が研究の総括を記す。 
 
(1) 大都市から地方農村への移住と生活運動
（本田洋） 
 韓国では 1997 年の金融・経済危機（IMF
危機）以降，都市・職場生活の困難から離脱
して農村に移住し，代案的（オルターナティ
ヴ）な生活を模索する者が増えた。このよう
な形での都市から農村への移住を「帰農
kwinong」と呼ぶようになり，さらに近年では
移住後に農業を営む場合のみを「帰農」とし，
必ずしも農業に従事せず，田園生活を営むこ
とを「帰村」と呼んで両者を区別するように
もなっている。また，2000年代前半までは代
案的な生活や共同体を模索する社会・市民運
動への参与を通じた帰農が主流であったの
に対し，2000年代半ば以降は帰農・帰村に対
する社会的認知が高まり，移住の経路と移住
後の生き方の多様化も進んでいる。2010年代
に入ると，帰農・帰村者あわせて年間 3万世
帯を越えるようになった。 
 本研究では，韓国南西部智異山北西麓に位
置する山内地域（全羅北道南原市山内面）と
その近隣に移住した帰農・帰村者と，1998年
の実相寺帰農学校の創立以後，この地域を拠
点として帰農・共同体運動を展開してきたイ
ンドゥラマン生命共同体を対象として，民族
誌的調査研究を実施した。以下，①帰農・共
同体運動，②帰農・移住経緯，③移住後の生
活と帰農者のコミュニティ，④代案的共同体
開発と地域社会への関与に分けて研究成果
の概要を記す。 
①帰農・共同体運動 
 山内地域を拠点とした帰農・共同体運動は，
この地域の古刹，実相寺を拠点として仏教僧
侶 Tスニムが進めてきた仏教改革運動と，首
都ソウルを拠点として展開されつつあった
帰農運動との，接触と提携により立ち上がっ
た。その特徴として，仏教改革運動としては
森羅万象が相互依存的に存在するという「イ
ンドゥラマン」・「縁起法」に代表される仏教
的世界観と在家主義，帰農運動としては有機
農業の実践を通じた小農的生活の理想化を
挙げることができる。 
 政治経済（political economy）的脈絡で捉え
なおせば，この運動は，1960 年代半ば以降，
産業化によって加速化された向都離村（田舎
から都市への移住）とは正反対のベクトルを
持つ運動であったといえる。産業化過程での
向都離村者が都市中産層志向を内面化し，社
会経済的ステータスの維持・獲得戦略を実践
していたのに対し，帰農者は，このような主
流社会からの離脱と農村・田園生活の価値の
再発見を試みたものであった。帰農者の生態
親和的で質素な生活への志向性は，都市中産
層志向を内面化した農村の旧住民の大多数
や，生計維持あるいは利潤追求を目的とする
営農者とも明確な違いを見せている。 



②帰農・移住経緯 
 山内地域の初期の移住者，なかでもインド
ゥラマン運動の元々の指導者たちや実相寺
に設けられた帰農学校の初期卒業生たちは，
T スニムに触発され，実相寺からの物心両面
の援助を受けて帰農者の実験的コミュニテ
ィを生みだした。とはいえ，彼ら彼女らの帰
農経緯は，決して一様ではなかった。筆者が
インタビューした 3人の指導者のうち，ある
者はグローバル資本主義に対抗する代案的
経済システムとして有機農業を再生させる
ために，ある者は社会問題に取り組む運動家
として持続可能な社会を実現するために，ま
たある者は代案的教育機関を設立するため
にこの運動に加わった。帰農学校の初期卒業
生の場合，多くは主流社会への適応に困難を
感じ，独自の生き方と価値を追求するように
なった者たちであったが，帰農に至るまでの
職業・生活経験には幅が見られた。 
 これに対し 2000 年代半ば以降の移住経路
の多様化に伴い，代案的な生き方やコミュニ
ティの追求だけではなく，一方で田舎・田園
生活への憧れ，他方で事業営農を通じた利潤
追求，また子供の教育環境としての農村への
着目など，農村への移住経緯もより多様なも
のとなっている。 
③移住後の生活と帰農者のコミュニティ 
 インドゥラマン運動草創期の山内地域に
おける帰農者のコミュニティは，併行発生的
な複数の運動領域の架橋と試行錯誤的展開
のなかで立ちあがった比較的未分化で平等
的な関係性，ヴィクター・ターナーの言い方
を借りればコムニタス的な性格によって特
徴づけられるものであった。それをひとつの
素地として，草創期の帰農者，特に実相寺帰
農専門学校の初期卒業生は，自立・独立した
生業や生計を営むようになった後も，自らの
生活基盤を模索するなかで，生活上の多様な
必要性や欲求に応じた相互扶助と協同の関
係性を，限定的にではあるが生み出してきた。 
 他方で，運動の諸領域によるコミュニティ
づくりの実践が積み重ねられ，同時にインド
ゥラマン運動の諸領域・諸機関に限定されな
い多様な経路を通じてこの地域に移住する
者が増えてゆくにつれ，草創期の移住者との
関係を含め，より多様な次元で親密な相互扶
助と協同の関係性が立ち上がりつつあると
いえる。 
 このようないくつもの小さな「共同性」
――あえてそう呼ぶとすれば――の生起に
おいて，インドゥラマン運動が触媒的な役割
を果たしてきたのも事実であろうが，それは
運動の規範的な理念である普遍的コミュニ
ティや運動の実践を通じて構想された個別
的コミュニティによって表象されるところ
の，より多くの行為主体と実践を包括するよ
うな上位の共同性に収斂するものとはなっ
ていない。いいかえれば，帰農者の関与する
相互扶助と協同の様々な関係性を，インドゥ
ラマン運動における共同体の表象と実践に

全的に帰することは難しく，むしろ在来の村
落社会においてローカルな共同性を生成・再
生産していたような，生活上の必要性や欲求
とある種の同質性に基づくコミュニティ感
覚の作用が，より強く見られるのではないか
と考えられる。とはいえ，帰農者のコミュニ
ティ感覚は，主として中産層に属していた元
都市居住者としての社会文化的背景の類似
性と田舎でのオルターナティヴな生活に対
する志向性を基盤とするもので，その点で
元々の地域住民の感覚とは対照をなしてい
る。 
④代案的共同体開発と地域社会への関与 
 インドゥラマン生命共同体に参与／共鳴
する帰農者の特徴として，「美しい」生活，
いいかえれば人間と自然，人間と人間の調和
を大切にする生活をそれぞれのやり方で追
求している点を挙げられる。自身の生活とコ
ミュニティ的関係性の潜在的な可能性の発
現を試みるという意味で，彼らの生計活動と
コミュニティ活動をある種の共同体開発と
して捉えることが可能であろう。 
 このような開発の実践は，都市的あるいは
代案的な生き方とローカルな（あるいは田舎
の）資源を対照し，折衝するものといえる。
そしてこのような開発の主体性（subjectivity）
の形成に，2 つの類型を見いだすことができ
る。まず，実相寺帰農学校初期卒業生を主体
とする定住歴 10 年前後の古参帰農者のなか
から，新旧の帰農者と地域住民を媒介する役
割を果たす者が登場しつつある。彼らは，都
市・職場生活と長年の農村・帰農生活を経て
獲得した知識や経験を活用して，このような
役割を果たしている。次に，起業家タイプの
帰農者で，有機栽培を基本として市場性の高
い商品作物の栽培や食品加工を行い，様々な
試行錯誤の末に，「美しく」かつ収益性の高
い生計を営むようになっている。 
⑤研究成果の位置づけと今後の展望 
 本研究は，近年数と多様性を増す韓国の帰
農・帰村者の生き方とコミュニティに関する
民族誌的研究としては先駆的なもののひと
つで，韓国の研究者からも高い関心を集めて
いる。今後は帰農・帰村者の増加と定着によ
って地域社会がどのように変わりつつある
のかを，旧住民や地方行政との相互作用も視
野に入れつつさらなる調査研究を進めたい。 
 
(2) 早期英語教育と早期留学（仲川裕里） 
①研究成果の概要 
 本研究ではグローバル化が進行するなか
で，英語に過剰な価値が置かれるようになっ
た韓国において 1990 年代半ばから急増し始
めた早期英語留学の動向と現状を把握する
とともに，その文化的背景ならびに社会経済
的背景を明らかにした。 
 もともと富とステータスを獲得する手段
としての教育に過度とも言えるほど強い熱
意を持ち，子どもが社会的に成功するために
私教育費を惜しまなかった韓国社会におい



て，国際化・グローバル化の流れの中で政府
が示した英語教育政策によって「教育熱」が
「英語熱」と結びつき，早期英語教育ブーム
が生まれた。早期英語教育ブームは早期留学
の増加へとつながり，IMF経済危機を経験し
たことにより，さらに韓国社会において英語
の価値は高まり，早期留学は中産層にまで広
がっていった。費用が廉価な東南アジアの準
英語圏が選択肢に入ってきたことや，留学に
必要な諸々の手続きを代行したり，留学先で
の生活のケアをしてくれる留学エージェン
トの出現により留学に伴う金銭面以外の負
担が軽減されたことも，早期留学ブームに拍
車をかけた。 
 このような早期留学は 2010 年度までは，
基本的には韓国の経済事情（ドル換算した一
人当たりの GDP）にほぼ比例する形で推移し
てきたが，2011年度以降は，韓国経済は成長
を持続しているにもかかわらず，早期留学は
減少するという傾向が見られるようになっ
た。その背景として，早期留学の費用対効果
に対する失望や，国際中学校・国際高校の拡
充ないし済州英語教育都市開発計画の実施
などによって，早期留学をしなくても国内で
より安い費用で英語の習得を可能にすると
いう選択肢が出てきたこと，あるいは，留学
エージェントの撤退や生き残り戦略として
の顧客ターゲットの転換といったような複
合的要因が考えられる。 
②研究成果の位置づけ 
 韓国の早期留学に関する研究は，韓国では
特に早期留学の急増期において，政府系の研
究機関を中心に，主として早期留学の増加を
問題視し減少に導くための方策を検討する
という観点から活発に行なわれてきたが，韓
国以外の国ではほとんど蓄積がなく，日本国
内においては管見の限りでは小林和美によ
る一連の研究があるのみである。これらの研
究のなかで早期留学における留学エージェ
ントの影響を取り上げ，検討しているものは
なく，本研究はこれまでの韓国の早期留学研
究に新たな知見を加えるものと言える。さら
に，2011年度以降，韓国の経済成長に反比例
して減少傾向を示すようになってからの早
期留学に関する研究は，国内外を問わず，ま
だ行なわれていないため，「生き方」の模索
と折衝という観点から早期留学を捉えなお
した本研究は意義のあるものと考える。また，
韓国社会における英語の社会的文化的位置
づけに関する研究は韓国や北米では散見さ
れるものの，日本国内ではまだ行なわれてい
ない。革新的かつ実験的な試みである済州教
育都市もその開発計画が実施されてから日
が浅いこともあって，韓国内においても日本
を含めた韓国以外の国においても研究の蓄
積はなく，本研究はその先鞭をつけることを
意図するものである。 
③今後の展望 
 早期留学急増期に早期留学を経験した成
人を対象として，早期留学がその後の人生に

与える影響について事例を集め分析すると
ともに，早期留学が減少傾向にある中で，早
期留学の代替となると考えられている韓国
内の英語習得環境について研究を進めてい
く予定である。特に，国内に公用語を英語と
する学園都市を創出するという，実験的で大
胆な試みである済州英語教育都市について
の研究は端緒についたばかりであり，今後さ
らなる成果が期待できると考えている。 
 
(3) 岐路に立つキリスト教会（秀村研二） 
①研究成果の概要 
 研究分担者としておこなった研究は，韓国
社会における生き方の問題としてのキリス
ト教信者及びキリスト教会のあり方につい
てである。1997 年からの IMF 経済危機によ
って大きな社会変革を余儀なくされた韓国
だが，プロテスタント基督教は 1990 年代に
入ると信者数の増加が止まり減少傾向に転
じた。一方カトリック信者は 1990 年代に入
ってから増加しておりここ 20 数年で倍増し
た。 
 プロテスタント教会が信者数を急増させ
たのは 1970年代から 1980年代にかけてであ
り，この間の韓国社会は軍事政権のもとで高
度経済成長を果たしている。プロテスタント
教会で強調されてきたのは量的な「成長」で
あり，個別教会においても信者数の増加と教
会堂建築とを恩恵の象徴とみなす成長主義
が顕著であった。高度経済成長下の韓国社会
とプロテスタンティズムは親和性が高く，そ
れが信者数の増加にもつながっていた。この
高度経済成長下で，都市の下層労働者たちに
目を向ける，都市産業宣教や民衆神学などの
動きもあったが，プロテスタンティズムの主
流とはなりえなかった。成長主義のプロテス
タント教会は競争的な宣教活動をとって信
者を獲得し，１万人以上の信者を擁する巨大
教会を都市部にいくつも生じさせたが，一方
では信者数や教会堂建築の巨大さを競うこ
とによって社会から問題視されるようにも
なった。これに対しカトリック教会は個別の
教会が競争的に信者を獲得する必要がない
ため，福祉や社会奉仕などの分野に力を注ぐ
ことが出来たため社会からは好感をもって
みられていたといえよう。 
 1990 年代になりプロテスタント信者数が
減少傾向に転じてもプロテスタント教会の
成長主義は基本的には変わりは無く，成長の
対象が国内から海外へと代わり，多くの教団，
教会が競争的に宣教師を派遣し，短期間に世
界第２の宣教大国となった。このような背景
のもと，個別のプロテスタント教会がどのよ
うに信者の減少傾向という環境に対処しよ
うとしているかについて，ソウル市内の信者
数 2000 人の Y教会，ソウル郊外の新都市イ
ルサン所在の信者数 1,000 人程度の I 教会，
パジュ市所在の信者数 400人の J教会につい
て調査研究をおこなった。各教会は場所と教
会毎にもつ異なった資産によって生き残り



のための対応をしている。安定した信者と力
を持つ長老や引退した長老たちによって担
われている Y教会では，教会の量的成長より
は安定性をめざして牧師を比較的短期間に
変えることで外部の変化に対処しようとし
ている。新都市に位置して量的拡大をめざす
I 教会では，過去の経緯から現状では大きく
発展は難しく，時期牧師の育成という将来へ
の投資を選択した。従来の成長路線をめざせ
なくなった J教会は，新都市郊外に移転する
ことにより「田園教会」として生きる道を選
択し，付加価値をつけることによって生き残
りを果たそうとしている。 
②研究成果の位置付け 
 信者数の減少という環境の変化に対して，
韓国のキリスト教全体からの議論は様々に
なされてはいるが，個別教会の対応について
はあまり研究がされているとは言えない。ま
たなされている研究は成功した大型教会に
関するものが主であり，小中規模の教会に対
する調査研究は不足しているのが現状であ
る。この点で本研究は，個別教会と所属する
信者や牧師たちの事例を扱うことによって，
現在の韓国社会における様々な生き方の問
題をあきらかにしているものと考える。 
③今後の展望 
 個別教会がおこなっている様々な対応を
継続して観察すると共に，韓国のキリスト教
全体の流れの中に位置付けていくことも重
要である。また 1990 年代以降信者数を増加
させたカトリック教会についての調査研究
をおこなう。カトリック教会は量的成長より
も信者の生活に密着した活動をおこなって
きたため，競争的な側面が目立つプロテスタ
ント教会よりは社会の好感度は高い。社会的
格差が顕著となっている現在の韓国社会に
は，成長を強調するプロテスタント教会より
はより安定的なカトリック教会の方が親和
性が高いようであり信者数を伸ばしている
ように考えられる。この点について，カトリ
ック教会の調査研究により明らかにしてい
く。 
 
(4) 総括（本田洋） 
 本研究の計画段階で，グローバル化と新自
由主義経済体制への編入を前提とする 2つの
ベクトル，すなわち主流志向の身体化・再編
成・再生産とこれに対する内省的批判・代案
（オルターナティヴ）的実践が交錯し折衝さ
れる場として生き方を捉えるという仮設的
展望を提示した。これに対し，民族誌的事例
研究と総括を通じて，一方で一元的な主流志
向自体の分裂，他方で主流志向と代案志向の
相互浸透が近年顕著になりつつある状況を，
それぞれが担当する課題について共通して
確認することができた。具体的には，代案的
な生き方を求めた農村への移住における生
き方の分化とコミュニティ的関係性への多
様な参与，プロテスタント系諸教会における
成長主義の限界と差別化された生き残り戦

略の模索，早期海外留学から多様な形態の国
内外早期英語教育への転換，さらには公教育
への代案的プログラムの導入を含む教育実
践の多様化等を挙げることができる。本研究
を通じた民族誌的発見として，特にこの点を
強調したい。 
 理論的展望としては，グローバル化と新自
由主義の浸透が進む過程での中産層の生き
方の分化・乖離と接触・折衝を，一方でグロ
ーバル化が進む政治経済によって，あるいは
所属集団，コミュニティや社会ネットワーク
によって拘束されつつも（例えば，子供への
教育投資は，周囲の人たちから取り残されな
いように仕方なくやっているのだというよ
うに），他方で創発的な実践をも生み出しう
るような主体性（subjectivity）の構築として
捉える視角を提示しておきたい。このような
視角は，新自由主義の主体とは誰なのかを問
う際に，国家やグローバル資本だけではなく，
教会，学校や留学エージェントなどの集団
的・媒介的行為主体，ならびに分化／再編さ
れる主流／代案を省察的に内面化する個人
的行為主体をも対象化することを可能にす
るものといえよう。 
 なお，本研究のより詳細な成果の報告は，
『韓国朝鮮文化研究』15 号（2016 年 3 月刊
行）に掲載する予定である。 
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